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論文審査要旨（600～700 文字） 

 

低周波振動切削は，数値制御工作機械において，主軸回転に同期して工具を切削送り

方向に振動させながら切削を行う新加工技術である．本論文では，低周波振動切削によ

る切りくず分断メカニズムを明らかにし，適切な切りくず排出のための制御指針を示す

とともに，切りくず形成や被削材に及ぼす影響について明らかにしている．まず，低周

波振動切削の加工原理を示し，その動作原理から切りくず分断のモデルと制御パラメー

タを用いた定式化を提示したうえで，その振動挙動と排出される切りくず形状の関係を

明らかにしている．また，創成する 3 次元的な加工面形状と輪郭形状を可視化し，表面

粗さと真円度を予測するシミュレータを開発した．これにより，低周波振動切削によっ

て加工面に創成される特徴的なパターンの形成メカニズムを明らかにしている． 

切りくず処理は，切削加工の高能率化を妨げる厄介な問題であったが，この技術によ

りそれに対する個別対応が必要なくなり，無人化・自動化に貢献するものである．特に，

自動車関連産業やエネルギー産業では回転軸となる軸物の加工が非常に多く，モータや

タービンなどのキーコンポーネンツにも多用される．加工面形状や輪郭形状を制御可能

となれば，新たな機能を付与することも予想され，産業界への大きな貢献も期待される． 

 以上のように，本論文は多くの新しい知見を有すること，および論文の内容，構成， 
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論文審査要旨 

 

公表論文数などから，本学位論文審査委員会は全員一致して本論文が博士(工学)の学位

論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定した． 

 

審査経過（時系列） 

2020 年 12 月 8 日 2021 年 3 月博士後期課程修了に係る学位申請 

2021 年 1 月 13 日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2021 年 2 月 8 日 学位論文発表会（web 開催） 

2021 年 2 月 10 日 本専攻内における博士学位取得要件（2016 年度以前入学者適用） 

「1)査読付き論文が 3 報必要とする。ここで査読付き論文とは、

Journal Paper (定期刊行学術雑誌査読論文)と査読付き国際会議論

文である」 

「2) Journal paper が既に１報以上ある場合に限り、3 報目が Journal 

paper の場合には、本審査までに 1st review result が reject 以外で

戻ってきていれば審査を継続し、修了までにその論文の採択結果

が出なくても良いものとする」 

のうち、「 1) 」を満たしていること（投稿論文採択済み 3 報、う

ち Journal Paper 2 報）を確認の上、専攻会議で論文合格及び最終試

験合格を承認 

2021 年 3 月 4 日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 

 


